


2 .ガラス培地とは?

「ガラス増塙jとは、ガラスを溶解するための柑塙

である。ガラス増塙が最初に確認されたのは、奈良毘

立文化財研究所による平城京左京八条三坊(東市周辺

東北地域)の東堀河の調査中である。以降、平城京内

と石川県寺家遺跡で出土の報告があるが、平城京右京

二条二坊十六坪で完形の増塙 1点が出土しているほか

は、それぞれ数点ずつの破片でしか発見されていなし」

しかし、 1991年奈良県飛鳥池遺跡より約90個体におよ

ぶガラス増禍が発見され、その全容が把握されるに至

った。また、この調査では同時に増塙に伴う葦が存在

することも確認されている。この項では、飛鳥池遺跡、

出土例を中心にガラス柑塙の形態・特徴を記していく。

なお、ガラス増塙の出土地は末尾の地名表を参照され

たい。

ガラス増塙は大粒の石英が大震にまじる粗い胎土で、

全体の形状は砲弾形をなしている。底部先端は乳頭状

に尖るものと丸く整える 2種が存在する。器壁は厚く、

外面は全体を斜格子タタキ調整をおこない、被熱を受

けている。内面はなめらかな放物線を描き型で作られ

たと考えられる。内面に緑・赤褐・黄褐・乳白濁色の

ガラス粧が、薄いものは施紬程度に、厚いものはガラ

ス質がべっとりと付着している。内径で 1 (8.5cm)、

II (6. 5cm)、III (5. 5cm) に分類でき、 1• II類はさら

に深さで13------8.4cm、9.2------6. 4cmに分かれる。
② 

土甘塙に対応するものとして柑塙蓋がある。蓋は増塙

口縁の上にのるもので、柑禍口縁内にはまりこむもの

ではない。増塙蓋も石英が大量にまじる粗い胎土で、

円盤状の笠部の上中央に隅丸長方体のつまみがつく。

笠部およびつまみには斜格子タタキ調整を施し、笠部

中畑遺跡出土ガラス柑塙

の側縁を切り落とす。内側にはガラス枯が付着、増塙

口縁の痕跡、が残る。葦の径は13------7.5cmで、ほぽ増塙の

径に準じている。

3 .中畑遺跡の概要とガラス柑塙の出土状況

中畑遺跡は草津市矢倉一丁目周辺の瀬田丘陵段丘上

に位置し、旧近江国栗太郡に属する。段丘先端には古

代東山道・東海道が存在しており、特に、矢倉から追

分町にかけての地域で両官道が分岐していたと推測さ

れている。この分岐点にあたる矢倉から追分町付近に

中畑遺跡の他、矢倉口遺跡・向田追分遺跡・南平遺跡、

等の集落遺跡、が存在する。これらの遺跡の中で奈良時

代から平安時代についてみてみよう。矢倉口遺議では

掘立柱建物群と共に検出された井戸から奈良時代中頃

から後半にかけての木沓が出土、他に皇朝12銭が20枚

出土している。特に、昭和60・元年度の調査では鍋鋳

型・ふいご羽口・増塙・とりべの破片が多数出土して
④ 

いる。関田追分遺跡では奈良時代末から平安時代前期

の集落跡で掘立柱建物群・柵列・井戸のほか、製鉄遺
③ 

構が検出されている。一方、南平遺跡では奈良時代か

ら平安時代の集落跡で掘立柱建物・井戸等が検出され

ている。特に、総柱建物の比率が大きいことが注目さ

れる。

中畑遺議はこれまでの調査によって弥生時代から平

安時代にかけての遺跡であることが確認されている。

平成 2年------3年度におこなった草津川改修事業関係の

調査においても30棟を越える掘立柱建物や竪穴住居・

井戸・溝等が検出されている。このうちガラス増渦の

出土した遺構は第 1トレンチの東隅で検出した SE4

で平安時代初頭には廃絶している。この時期に並存す

る遺構としては、井戸周辺に掘立柱建物 2棟がある。

1棟は布掘掘形を持つ総柱建物の倉庫である。

SE4の掘形は一辺1.8------2.0mの隅丸方形を呈し、

深さ2.1mをはかる。井戸枠は四隅に10cm角の角柱をす

え、この角柱のほぞ孔に 5cm角の横柱を通す。これに

厚さ 4cm、l幅15------25cm、長さO.9------1. Omの横板を重ね

る。現状で7段遺存する。埋土は大きく 2層に分ける

ことができる。下層は井戸廃絶時に埋め戻した土で、

上層はその後の自然堆積層である。井戸内出土遺物に

はガラス増塙のほかに須恵器査・土師器皿・杯・斎串・

ひょうたんの皮(容器?)等がある。これらの遺物は

下層の埋め土から主に出土している。ガラス土甘塙は壷

の下方から発見されたもので、井戸底から約30cm浮い

た所に底部を上に向けてやや傾いた状態で出土してい

る。共伴した土師器は精製された粘土を使った畿内産
⑦ 

土部器で、奈良時代後半のものである。

4.中畑遺跡出土のガラス増禍の概要
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中畑遺跡平面図

ガラスを溶解した増塙である。高さ 13.4cm、口外径

9.6cm、口内径8.0cm、深さ lO.4cmの砲弾形をしており、

底部は丸く作られている。口縁部の%を欠損する。飛

油分類の I類に棺当する。壁体は部厚く作られ

ガラス土計局出土状況 (SE 4) 

0.85------1. 2cm、底部では3.0cmに達する。胎土は大形の

石英を大量にふくむ粗い須恵質である。口縁にわずか

な沈線がめぐる。おそらく口縁を切断する時に痕跡と

してついたものと忠われる。外面は組い斜格子タタキ

調整を全部に施しており、被熱のむらがみられる。内

面はなめらかな放物線を捕き、底部ちかくでわずかに
。⑨

段状を呈している。型作りと考えられる。また、濃緑

色のガラス紬がかかり、さらにその上一面に黒銀色粕

が流下し、一部には厚く溜っている。このガラス紬は

外面にも数条の流れとして患部まで付着している部分

もある。また、一部には亀裂のはいった所からガラス

中畑遺跡出土ガラス増塙
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質がにじみ出ている箇所も見られる。科学分析の結果、

鉛ガラスであると判明した。

5 .中畑遺跡出土ガラス柑喝をめぐる諸問題

ここではガラス増塙に関する問題点を整理し、あわ

せて中熔遺跡出土例のもつ意味についても検討したい。

ガラス土甘塙は、中畑遺跡のほかにこれまでに 9遺跡

で確認されている。これらの遺跡は石川県寺家遺跡を

除いてはすべて大和での出土である。また、遺跡の性

格についてみると都城(藤原京@平城京).宮殿(五

神)・工房(飛鳥池)・祭杷遺跡(寺家)に分類される。

このうち都城遺跡出土例も京内工房遺跡が多いことが
4酔

自につく。寺家遺跡は国家的祭紀色の強い性格が強調

されており、祭杷に用いるガラスを製作するために都

からガラス工人を呼び寄せたと理解されている。この

ようにガラス増塙の出土する遺跡は律令制と極めて関

係の深い遺跡であることがわかる。

時期についてみてみると藤原京例の 7世紀後半を最
⑬ 

古として飛鳥池遺跡@石神遺跡例の 7 世紀末~8 世紀

初頭、平城京@寺家遺跡例の 8世紀(奈良時代)に限

定されている。

土討塙の飴土はすべて石英を大量にふくむ粗い土で堅

致に焼成されており、鍋士官塙に比べて極めて丈夫につ

くられている。おそらくガラスを再加工してガラス製

ガラス瑚禍出土遺跡地名表

遺跡 遺 構

品を作るのと異なり、石英・鉛等の原若からガラスを

作るには1，3000C以上の温度が必要となり、この様に堅
@J 

致なガラス増塙を作ったものと考えられる。

規格と形態についてみると、飛鳥池遺跡出土例によ

って大きく 3類に分類されたが、各地での出土例は平

城京右京八条一坊十三@十四坪のIII類を除いて、ほぽ

飛鳥池分類 I類と同規格であることが確認でき、極め

て規格性の高い遺物であることがわかる。ただし、飛

鳥池分類II類は他では確認されていない。

相違点、に告を向けると外面タタキ調整と底部整形の

2点、を指摘することができる。タタキ調整では、飛鳥

池遺跡例のタタキの斜格子は細かく、その他の例はや

や粗い調整となっている。底部整形では、飛鳥池遺跡

例と平城京東堀河例は底部が乳頭状に尖る形態だが、

他は丸く整えている。この相違点については年代的な

違いに求めることも可能であろうか。

このようにガラス増塙は極めて規格牲の高く、時期

的にも遺跡、の性格からも律令制度に深く関与している

遺物であるといえよう。またタタキ調整と底部形態の

棺違については時期的な違いである可能性もある。今

後の課題である。

では、中畑遺跡出土例はこれらの中でいかなる位置

を占めているのであろうか。まず、大和を離れた近江

の地でガラス土甘塙が発見された意義は大きい。これま

時期

1 I藤原京右京一条二坊東北坪 S E7165. S K7186・包含層 7C後半~8C初

備考

体部片 4点、

2 1飛鳥油遺跡 包含層 7C末~8 C初

3 I石神遺跡 大溝@大土坑@包含眉 7C末~8 C初

4 1平城京右京二条二坊十六坪 S E540 奈良時代中頃

5 1寺家遺跡 S B T28.包含屑 奈良時代中頃

6 I平城京左京八条一坊三坪 S G3500上層 奈良時代後半

7 1 中畑遺跡 SE4 奈良時代後半

8 I平城京左京八条三坊九坪 S D1300 (東堀汚) 奈良時代

9 1平城京左京五条二坊七坪 S D06 奈良時代

101平城京右京八条一坊十三・十四坪 S D1499. S D1495 奈良時代
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で都城遺跡(寺家遺跡、を除く)でのみの出土であり、

律令体制の中央地域でしか確認されなかったガラス増

塙が、畿内の枠を越えて律令国家の支配する範屈にお

いて出土したことは、今後も各地で出土する可能性を

もたらしている。また、中畑遺跡では今回ガラス増塙

が出土したことにより当遺跡もしくは周辺でガラス生

産をおこなっていたことが明らかとなった。しかし、

当選跡ではこの他には工薦関係の遺物は発見されてい

ない。建物配置も規格性があるとはいいがたく、工房

や官街遺跡と認定するには現状では問題がある。それ

では中畑遺跡の性格をどう考えるべきであろうか。中

畑遺跡周辺には鏑の鋳型@ふいご羽口等の出土してい

る矢倉口遺跡も存をする。さらに目を広げると、野路
⑬ ⑬  

小野山遺跡、木瓜原遺跡などの生産遺跡群の集中する

地域でもある。これらのことを考えあわせると、中熔

遺跡においても今後工房関係の遺構@遺物の出土が期

待されるところである。しかし、これらの遺構@遺物

が出土したとしても、必ずしも官営工房と限定する必

様々な御教示を得た。ここに記して感謝の意を表した

い。なお、筆者がガラス士官塙に興味を持っきっかけに

なったのは、 JII越@西口両氏と共に飛鳥油遺跡出土ガ

ラス増塙の整理に参加する機会があったことによる。

小稿の内容もその時の検討結果に導かれるところが大

きかったことをここに記しておく。(相原嘉之)

}玄

① 奈良国立文化財研究所 「飛鳥池遺跡の調査J(r飛

鳥@藤原宮発掘調査概報22j 1992) 

② 議の役割としては温度調節@混入物の防止などが

考えられる。

③ 滋賀県教育委員会@草津市教育委員会@滋賀県文

化財保護協会 f矢倉口遺跡発掘調査報告書j(1987) 

④藤居期 「井戸擁方より 9世紀以前の鍋鋳型出

土J(r滋賀文化財だより jNo.110 1986)、谷口智樹

「奈良時代の官営工房か?J (r滋賀文化財だより j

No.147 1990)、滋賀県教育委員会 「岡田追分遺跡

調査報告J(r昭和50年度滋賀県文化財調査年報j

要はない。正倉院文書にもみえるように工涯を貴族宅 1977) 
@ 

に派遣し鋳造等を行う例があることから、宮人の邸宅 ⑤ 草津市教育委員会 「南平遺跡J(r市内遺跡分布

においてガラス生産をおこなうことを考える必要もあ

ろう。平城京右京二条ニ坊十六坪@平城京左京三条二 ⑥ 草津市教育委員会 f草津J11改修関連遺跡発掘調

坊七坪などがこれにあたるのかもしれない。

つづいて、ガラス土甘塙そのものについて比較してみ

ると、外面タタキ調整の粗さ@底部が丸いことなど飛

鳥油遺跡例よりも平城京例にちかしユ。このことは奈良

時代後半という時期からも問題はなしこれまでの特

徴にあげたものの範嬬にある。

6 .おわりに

今回、草津市中畑遺跡から出土したガラス増塙の資

料紹介とこのガラス増塙をめぐる問題点の整理を試み

た。これらについては、すでに記してきた通りである。

奈良県飛鳥池遺跡から大量に出ことしたことによりその

全容が明らかになりつつあるが、中畑遺跡からの出土

により大和以外の各地での出土も予想されるようにな

った。また、これまで性格不明の遺物として扱われて

いた中にもガラス増塙が含まれている可能性は高い。

ガラス明塙は小破片であっても、その粗い胎土と内面

のガラス質@外国のタタキ調整によって容易に識別す

ることができる。今回の資料紹介から、今後の発掘調

査による出土例の増加と既調査での出土遺物の再発見

を期待したい。

小稿を作成するにあたり、調査を担当された滋賀県

文化財保護協会の平井美典氏より遺跡の概要@出土状

況の御教示をいただ、いた。また、ガラス士官塙について

は奈良国立文化財研究所のJ11越俊一・西日寿生@花谷

浩氏および飛鳥資料館の岩本圭輔@千回開道氏より

査概要報告書 1• IIJ (1986・1988)

⑦畿内産土師器の定義については林部 均「律令国

家と畿内産土師器J(r考古学雑誌j第77巻 4号

1992) に従う。

⑧ 外国のタタキ調整は口縁から 3cmまでとそれより

下部ではタタキ方向が異なる。これは側出から底部

にかけて斜格子タタキを行った後に、土討塙を反転さ

せ口縁部のタタキ調整を行ったためと考えられる。

⑨ 肥塚陸保氏(奈良冨立文化財研究所)の分析結果

による。

⑮ 石川県立埋蔵文化財センター

報告書IIj (1988) 

⑪ S E 7165出土のガラス増塙は飛鳥Wと共伴してい

る。奈良国立文化財・研究所 f飛鳥@藤原宮発掘調査

概報22j (1992) 

⑫ 肥塚騒保氏によるとガラスの分析から純国産のガ

ラス生産をおこなうようになるのは 7世紀後半から

という。 1992年11月14日に飛鳥資料館にて講演。

⑬ 飛鳥池遺跡ではガラスの原料である石英。水品。

方鉛鉱が出土している。

⑬ 滋賀県教育委員会@滋賀県文化財保護協会 『野

路小野山遺跡発掘調査報告書j (1990) 

⑮ 滋賀県教育委員会@滋賀県文化財保護協会 f木
瓜原遺跡現地説明会j (1992) 

⑬櫛木謙周@栄原永遠男「第 2章技術と政治J
(r技術の社会史 1J 1982) 
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